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内容の要旨及び審査の結果の要旨
硬膜外麻酔を併用した全身麻酔（硬麻併用全麻）では、全身麻酔単独の場合に比べて低体温が
生じやすい。しかし、その際の生体の反応には不明な点が多い。本研究では、硬麻併用全麻中の
低体温が循環動態に与える影響を検討した。
実験対象には、３０匹の成犬を用いた。先ず、1.0％イソフルランの吸入で全身麻酔したうえ、
無作為に１０匹ずつ胸部硬膜外注入（T）群、腰部硬膜外注入（L）群、および対照（Ｃ）群に分
けた。Ｔ群では第６頚椎一第１１胸椎にわたる硬膜外腔に、Ｌ群では第６類推一第２仙椎にわたる
硬膜外腔に１％メピバカイン（局所麻酔薬）を注入した。なお、Ｃ群の硬膜外腔には局所麻酔薬
を注入しなかった。次いで、部分体外循環法を用いて肺動脈温を38.5°Ｃから３４°Ｃに低下させ、
その前後における心拍数、一回拍出係数、心拍出係数、中心静脈圧、体血管抵抗係数、血漿カテ
コラミン濃度などの変化を測定した。また、心エコー法で左室駆出率の変化を測定した。
低体温負荷の結果、心拍数の減少率はＣ群で１７％を示した。しかし、Ｔ群とＬ群での心拍数
の減少率は３２％と４１％に達した（Ｃ群に対しＰ＜0.05)。心拍出係数の減少率は、Ｃ群で２２％で
あったが、Ｌ群では４７％に達した（Ｃ群に対しＰ＜0.05)。血漿エピネフリン濃度の減少率は、Ｃ
群で６６％、Ｔ群で８５％、Ｌ群で９２％であった。一方、一回拍出係数、左室駆出率、中心静脈圧、
体血管抵抗係数などは、低体温で有意な変化を示さなかった。
以上の所見から、硬麻併用全麻では、３４°Ｃ前後の軽度低体温が合併しても、全身麻酔単独の場
合に比べ、心拍出量が強く減少すると判定された。なお、この心拍出量の減少は、主として心拍
数の低下に基づくものと考えられた。また、心拍数の低下は、硬膜外麻酔による交感神経心臓枝
の遮断と副腎枝の遮断に基づく内因性エピネフリンの分泌低下の２者が、低体温の心拍数抑制作
用に加わることで発生したものと考察された。したがって、臨床症例でも、硬麻併用全麻中には、
厳重な体温管理が必要であると結論された。
本研究は、硬麻併用全麻中に低体温が生ずると、全身麻酔単独の場合よりも強く心拍出量が減
少することを見い出し、その機序を明らかにしたものである。麻酔の安全性を高めるうえで有意
義な知見を提供する研究であり、学位授与に値するものと判定された。
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